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   Using male rats of Wistar strain, studies were made on the influences of the thyroid 

and thymic systems upon the changes of weight and histochemical findings of the prostatic 

gland, testicle, seminal vesicle and adrenal gland. Simultaneously, effects of sexual hormones 

which added to the thyroid and thymic agents were also observed. The results are sum-

marized as follows. 

  1) Observations of short duration (3 and 5 weeks) in the thyroid groups revealed a slight 

increase in weight of the prostatic gland, a decrease in ACP and an increase in ALP following 

thyroidectomy or administration of MTU, and a decrease in weight of the prostatic gland 

and increases in ACP and RNA with administration of thyroid powder. The results indicated 

that supression of thyroid function yields an increase in weight and hypofunction of the 

prostatic gland while hyperthyroidism makes a decrease in weight and hyperfunction of the 

prostatic gland. 

  2) Observations of long duration (3 and 5 months) in the thyroid groups showed an increase 

in weight and decrease in function of the prostatic gland following administration of MTU, 

while a decrease in weight and increases in Zn and SD of the prostatic gland after 

administration of thyroid powder. However when the grade of suppression or acceleration 

of the thyroid function is exceeded, both of weight and function of the proststic gland were 

decreased. 

  3) Administration of sexual hormones in association with experimental thyroid disfunctions 

resulted intenser effects of the sexual hormones upon the prostatic gland. 

  4) In thyroid groups, weight of the testicle  shoWed a slight increase after thyroidectomy 

 and administration of MTU or thyroid powder. The level of SD in seminal vesicle the 

yielded  decreases after thyroidectomy or administration of MTU and an increase after 

administration of thyroid powder. Furthermore, with thyroidectomy or with administration 

of MTU, increases in weight, amount of Sudan III stainable substance and 17 KS of the 

adrenal gland were demonstrated during short observations period, while decreases in 

these values were shown during long observation period. With administration of thyroid 

powder, despite a slight decrease in weight of the adrenal gland, Sudan  'III stainable 

substance and 17 KS revealed increases in short observation period and decreases in long 

observation period, making a diphasic pattern.
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  5) Following thymectomy, the prostatic gland showed an increase in weight and hyper-

function with increases of Zn and SD. Administration of thymic agent resulted decreases 

in weight and function of the prostatic gland with decreases of RNA, Zn and SD. 

  6) Administration of male or female sexual hormones in association with thymectomy or 

treatment with thymic agent demonstrated a more intense effects of sexual hormones upon 

gonads in the cases of thymectomy with sexual hormonal administration than the cases 

of simultaneous treatment with thymic agent and sexual hormones. 

  7) Weight of the testicle increased after thymectomy and decreased with administration 

of thymic agent. The level of SD in the seminal vesicle coincided with that of in the prostatic 

gland. Thymectomy also resulted a decrease in weight and an increase of stainability of the 

adrenal gland, while results of vice versa were obtained with administration of thymic agent.

緒 言

睾丸,副 性 腺が下垂体,副 腎 よりのホルモ ン

の他 に 甲状 腺や 胸腺 な どに よって も何 等かの

支配 を 受 けてい る ことが 古 くよ り推定 されて

きた.臨 床 上甲状腺 と 睾丸 との 関係 に ついて

Jores52}は 粘 液 水腫 を有す る子供 では 外陰部 の

発育が不 良で潜伏睾丸 を しば しば伴 な うことを

認め,大 人で も1ibido,potencyが 失 なわれ,

不 妊症を きたす者 が多い と述べ ている.し か し

同様なlibido,potencyの 低 下や造精能 の抑制

などはBasedow氏 病 の場合 にもみ られ,前 立

腺上皮 の退行変性 が ある との報告や,更 に甲状

腺 ホル モンが睾丸 の間質細胞 と拮抗 する と云 う

BtthleriO,の 報 告 がある.動 物実験 に 於 いて も

雄 の生殖腺 に対 して甲状腺物質 を投与 する と性

衝動が消失 または低下 す ると云 う報告7}2s)84)や

睾 丸重量 の減少,生 殖腺上 皮の変性,精 子形成

の減退,男 性 ホル モソ分 泌の減少を認め る との

報告23)72}9。)があるのに対 して睾丸には影響が な

い とす るもの14)20)、 また甲状腺 ホル モソが性機

能 に好影響 を及ぼ した とす るものが ある22)逆

に 甲状腺機能低下 に より性 衝動 の減退85)・ 精 子

形成 の減退62}86}が あ る との報告,影 響が ない と

の報告66〕が あ り,生 殖機 能が 高 まる と 云 う報

告40}も あ って今 日なお一定 した見解 はない.

これに対 し胸腺 の睾丸,副 性腺 に対 す る影 響

につ いてPaton79)が 胸 腺別 出を行 なった幼若 動

物で は睾丸 の発育 を促進 さす と述べ.Hart36)は

反 対 に睾丸 の萎縮 を きたす と報 告 してい る.そ

の後Hammar34)が 追 試 して 胸腺剤は 睾丸 の発

育を抑制 さす と云 ってい る.赤 須,大 木2}75}は

未 熟 雌 ラッ トの胸腺捌出を行 なう と性成熟が促

進 され ると云い,ま た逆 に遅延す る とす る者 も

あ る.胸 腺 と副腎に関 してはYounglos)が 胸 腺

リンパ体質 の研究で大 きい胸腺を有す る者は副

腎の発育が悪 く,逆 に小 さい胸腺を有す る者は

大 きい副腎を持 ってい ると述べてい る.こ の点

に関 して胸腺 別出を行 な うと副腎の機能は充進

する との報告 が多V・3}49)53)93}そ の 他胸腺に関

する研究 は数多 くあ る.胸 腺 と発育,成 長 との

関係,内 分泌 腺 との関係,或 いは血液,免 疫 の

変化 な どに関 し解明 しようとしたが,し か し成

績 はかな らず しも一致 しない.未 だ胸腺が内分

泌臓 器であ るとの確証 さえ得 られ てい ない 私

は前2編 に続いて ラ ノ ト前 立腺,睾 丸,精 嚢や

間接 的に関与 してい ると考え られ る副腎 などに

対 す る甲状腺,胸 腺の影響を相対重量 と組織化

学 の面 より検討 したので前 立腺を中心 としてそ

の成 績を報告 す る.

実験材料並 びに実験方法

1)実 験動物及びその処置

実験動物はすべてウイスター系幼若雄 ラット70～

1009を 使用し,室 温20±2℃,自 由飲水下,オ リエ

ソタル酵母製固形飼料で飼育した.甲 状腺別出,胸 腺

捌出はSelyeの 方法89)によった.手 術操作は溶性メ

チールヘキサビタール麻酔で行った。実験各群に対照

を置いて前立腺,睾 丸,精 嚢,副 腎及び挙肛筋の重

量,組 織化学的変化を比較検索した.

使用薬物はTestosteronepropionate(以 下Tpと

省略)O.5mg,Estradiolbenzoate(以 下Ebと 省 略)

0.02mg,Methyユthiouraci1(中 外製薬,Methiocil,

以下MTUと 省略)2mg,乾 燥 甲状腺末(帝 国臓器,

Thyradin,以 下 甲状腺末と省略)20mg,胸 腺 剤(帝
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国臓器,胸 腺抽出物)0.1ccな どを皮下注射した.

2)相 対重量

前立腺,睾 丸,精 翼,副 腎,挙 肛筋のラッ ト体重

1009に 対する臓器重量(mg)を 算出し3匹 の算術平

均値で表わした.

3)組 織化学的検索

前立腺は脊側葉を,睾 丸,精 嚢及び副腎は左側を検

索した.固 定液,染 色方法は前2編 と 同様に 行なっ

た.染 色はアルカリ性フォスファターゼ(以 下ALP

と省略),酸 性 フオスファターゼ(以下ACPと 省略),

酸性 リボ核酸フォスフアターゼ(以 下RNAと 省略),

亜鉛(以 下Znと 省略),コ ハ ク酸脱水素酵素(以 下

SDと 省略),SudanIII,17KSな どを行ない,そ の

染色性の分布及び濃度により酵素含有量を決定して各

項実験の中間値で表わした.対 照を+と してその増減

により比較判定した.

十

占

増加

やや増加

対照の染色性

やや低下

低下

陰性

実 験 成 績

〔実験1〕 甲状腺群その1(第1,2表.1図 参照)

甲状腺機能 の副性腺,睾 丸に 及ぼす 影響について

3,5週 の比較的短期間の変化を検索 した.

1)甲 別

甲捌により前立腺重量は3,5週 共に対照に比較し

てやや増加したが,組 織学的にはあまり変化を認めな

かった.ALPが 増加してRNA,Znは やや低下し

た.睾 丸重量及び染色性は共に正常であり,副腎重量は

やや大きく,SudanIII,17KSの 好染色性を認めた.

第1表 甲 状 腺 群 その1.(処 置3週5週)

一
＼ 担対重量(mg)処 置 一

甲 捌
甲 捌

3週 間
5週 間

甲 易IJ十Tpo.5mg毎 日,3週 間

甲 捌+TpO,5mg毎 日,5週 間

甲 捌+EbO,02mg毎 日,3週 間

甲 捌+EbO.02mg毎 日,5週 間

MTU2mg毎 日,
MTU2mg毎 日,

3週 間
5週 間

MTU2mg十TpO.5mg毎 日,3週 間

MTU2mg十TpO。5mg毎 日,5週 間

MTU2mg+EbO.02mg毎 日,3週 間

MTU2mg十EbO.02mg毎 日,5週 間

甲状 腺 末20mg毎 日,

甲状 腺 末20mg毎 日,

3週 間
5週 間

甲状 腺 末20mg+TpO.5mg

毎 日,3週 間

甲状 腺 末20mg十TpO,5mg

毎 日,5週 間

甲状 腺 末20mg+EbO.02mg

毎 日,3ueFl-t]

甲状 腺 末20mg+Ebo.02mg
有菲日,5週 日判

対対 照
照

3週 間
5週 間

前 立 腺 睾 丸

160.1

176.3

221.9
308.0

108。1

76.8

142。1

160,8

358.5

283.0

lO2.3

65.5

126.3

121.2

309.5

283.7

92.4

55.4

146,3

152.1

988.9

io10.0

954.7

692.2

615.2

225.0

1042.8
1Q66.6

lOOO.0

749.9

312.5

342.8

1030,0

1000.0

818.0

685.5

543.3

341.3

925,3

911.1

精 嚢

125.3

130.1

162.7

223.9

72.

43.

8

113、8

160.3

238.1

182.1

28.9

44.1

115.5

118、3

175.9

189.2

92。0

21.3

110.3

115.2

副 腎

20.8

19.5

18.3

18.1

19.5

25.9

23,8

38.0

25.3

37.1

32,4

54.2

16.8

16.5

16.2

14.5

22,4

23.6

19。8

19.5
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第2表 甲 状 腺 群 その1.(処 置3週,5週)

　 一..～皿染 色処 置 ハ
_

甲別
甲捌

3週 間
5週 間

甲易11十TPO.5mg毎 日,3週 間

甲易11+TpO.5mg毎 日,5週 間

甲易11+Ebo.02mg毎 日,3週 間

甲別+Ebo,02mg毎 日,5週 間

MTU2mg毎 日,

MTU2mg毎 日,
3週 間
5週 間

MTU2mg十TpO.5mg

毎 日,3週 間MTU
2mg十TpO.5mg

毎 日,5週 問
MTU2mg十EbO.02mg

毎 日,3週 間MTU
2mg十EbO.02mg

毎 日,5週 間

甲状腺末20mg毎 日,3週 間
甲状腺末20mg毎 日,5週 間

甲状 腺 末20mg+TpO.5mg

毎 日,3週 間甲状 腺 末
20mg+TpO.5mg

毎 日,5週 間

甲状腺 末20mg+EbO.02mg

、毎 日,3週 間

甲状腺 末20mg+Ebo.02mg

毎 日,5週 間

対 照

前 立 腺

・LPIAcpl・NA

占

志

十

十

十

十

十

十

十

十
十

十

十
⊥

=

山

占

十

十

山

占

十

十
↓

=

山

占

十

十

→⊥

占

占

十

Zn

=

⊥

⊥

占

十

↓

↓

{

↓

十

SD

十

十

十

十

十

睾 丸

ALplACP1

十
十

占

十

十
⊥

十

十

十
⊥

十

十

十

十

⊥

十

十

十

十

占

山

↓

十

十

.L

十
⊥

十
⊥

亡

十

RNA

十

十

十

↓

=

↓

十

一L

十

十

⊥

十

精嚢 副 腎

・DIS密n巨7K・

十

十

十

十

↓

↓

十

十
⊥

十

十

占

↓

十

十
↓

十

十

十

十

十

.L

十
↓

十
↓

十
↓

十 十

甲別 腱 闊

甲別・TR麗 閣

鴨 ・Eb驕 闘

MTU騰

MTU・T嚇 灘

MTU・Eb驕 閣

甲状腺末 麗 閣

甲状腺末粁P畷 需

甲状腺末・Eb信鶴

対 照 麗 闇

/OO200

第1図 甲 状 腺 群 その1.

前立腺相対重量(mg)

300

(処 置3週,5週)

400(mg)
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2)甲 別+TP

甲捌後TpO.5mgを 投与すると前立腺は大ぎくな り

分枝胞状形となつてALPの 低下,ACP,RNA,Zn

が増加した.聖 丸はTp長 期投与の5週 の方が3週

に比較して重量が減少し,造 精能は障碍される程度が

強 く,ACPが 低下していた.副 腎は重量,染 色性共

にやや低下していた.

3)甲 易lj+Eb

甲易ll後EbO.02mgを 投与すると前立腺は小さくな

り,小 管状形の腺腔となって分泌穎粒を認めない.周

囲結合織は増殖 してALPの 増加,ACP,RNA,Zn

の低下を 示した.筆 丸の重量,造 精能は著しく減少

し,精 細管は小さくなって支持細胞や間質細胞も著減

していた.副 腎は5週 で重量,染 色性共に増加があっ

た.

4)MTU

MTU2mgを 投与すると前立腺重量は5週 でやや

増加し,腺 腔は軽度の胞状形が現われておりALPの

増 加を認めたが他の染色性はやや低下していた.睾 丸

重量もやや増加していたが 造精能は軽度抑制 されて

ACP,RNAは 低下していた.副 腎は肥大してSudan

III染 色は良好であった.

5)MTU十Tp

MTU2mgにTpO.5rngを 併用投与すると前立腺

重量は増加し,分 枝胞状形が 強く認められACP,

RNA,Zn,SDの 染色性は増加していた,睾 丸重量は

3週 でやや大きく,5週 で減少を見た.造 精能は抑制

され染色性の低下があった.副 腎重量はやや増加して

いるが染色性はやや低下を認めた.

6)MTU十Eb

MTU2mgにEbO.02mgを 併用すると前立腺重

量は著明に減少して小管状形 となり,結 合織の増殖が

強くALPは 増加し,他 の染色性は低下していた.睾

丸重量も減少し造精能は抑制され精細管は縮小して精

祖,精 母細胞を僅かに認めるに過ぎない.ま た各種染

色性も低下していた.副 腎重量は著明に増加していて

5週 目のSudan皿 は好染色性を示した,

7)甲 状腺末

甲状腺末20mgを 投与すると前立腺重量は減少す る

が,ACP,RNA,Znは 共にやや増加した.睾 丸は大

体正常の造精能を示し,ACPが やや上昇し,副 腎重

量は軽度減少したが染色性は良好であった.

8)甲 状腺末十Tp

甲状腺末20mgにTpO.5mgを 併用投与すると前

立腺重量は増加し,腺 腔は分枝胞状形で機能尤進を示

してACP,RNA,Znは 上昇した.睾 丸は小さくな
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り造精能の抑制と各染色性の低下を来たしていた。副

腎も小さく染色性もまた不良であった.

9)甲 状腺末十Eb

甲状腺末20mgにEbO.02mgを 併用投与すると

前立腺,聖 丸は著明に小さくな り,副 腎重量は増加し

た,前 立腺腔は小管状形となり分泌穎粒がな く周囲結

合織が著るしく増殖していた.ALPは 増加し・ACP・

RNA,Znは 低下していた.睾 丸重量は減少し精細管

の狭小と造精能の抑制が著 しい,各 染色性は低下し,

副腎は肥大してSudanHIの 染色は 良好であった・

〔実験H〕 甲状腺群その2.(第3,4,5,6表.

2,3図 参照)

実験1で 甲状腺機能異常 と性ホルモソの併用による

睾丸,副 性腺に及ぼす影響について比較的短期間の変

化を観察したので,こ の群では3ヵ 月と5カ月の比較的

長期間の甲状腺機能異常下に於ける変化を見た.甲 状

腺末20mg,MTU2mg,EbO.02mg,甲 状腺末20mg

十EbO.02mg,MTU2mg十EbO.02mgな どの組合

せについて週1回,週3回 投与した場合の影響を比較

検索した。

1)甲 状腺末

甲状腺末を投与すると前立腺重量は何れも対照に比

較して減少しているが週1回 よりも週3回 投与群の方

が著明に減少していた.腺 腔は中等度の管胞状形であ

り周囲結合織が増殖していた.組 織化学ではALP,Zn

の増 加があり,SDは 週1回 群で上昇し,ACP,RNA

は一定した染色性が認められず,正 常か,ま たは低下

を示した.聖 丸重量は甲状腺末を週3回 投与群の方が

週1回 投与群に比べて相対重量が重 く,こ れは週3回

投与で体重の減少が著しいためである.造 精能 も週3

回投与群の方が抑制強く,ALPは 増 加し,RNAは

やや低下していた.副 腎重量は週3回,5カ 月以外は

対照に比較して減少しSudanIII,17KSの 染色性は

良好なものが多く認められた.

2)MTU

MTUを 投与した場合に3,5カ 月で週1回 投与群

では前立腺重量は増加しているが,し かし週3回 投与

群では対照とあまり変化ないか,ま たやや減少してい

た.組 織化学的にも各染色性は3,5カ 月共に週1回

投与群で正常か,ま たはやや上昇していた.し かし週

3回 投与群では減少しているものが多 く認められた .

灘丸重墨は週1回 投与群3,5カ 月 では対照に比較し

て重く,遍3回 投与群では大体正常値域であった .造

精能は3回 投与群にのみ抑制がみられ精子形成が低下

していた.ま た染色性も週3回 投与群ACP,RNAの

低下を認めた.副 腎重量は何れも減少しているが,週
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第3表 甲 状 腺 群 その2、(処 置3カ 月)

処 置
相対重量(mg)

甲状腺末20mg
甲状腺末20mg

週1回
週3回

MTU2mg

MTU2mg
週1回
週3回

Ebo.02mg

Ebo.02mg
週1回
週3回

甲状 腺 末20mg+EbO.02mg週1回

甲状 腺 末20mg+EbO.02mg週3回

MTU2mg+EbO.02mg週1回

MTU2mg+EbO.02mg週3回

対 照

前 立 腺

192。6

189.8

286.3

267,9

210.9

139.6

126.6

123.9

234.5

142.3

241.0

丸

774.1

80Q,5

940.0

790.0

643.0

590.0

694.2

693.3

575.6

504.2

757.7

精 嚢

99.8

102,6

161.4
137.3

126.1

79.8

80、6

65.1

116.3

69.8

135.2

副 腎

15.6

13.3

15.4

13.4

17,8

18.8

17.6

20,3

14.9

18.0

16.4

第4表 甲 状 腺 群 その2.(処 置3カ 月)

一q
甲状腺末20mg
甲状腺末20mg

週1回
週3回

MTU2mg

MTU2mg
週1回
週3回

EbO.02mg

EbO.02mg
週1回
週3回

甲 状腺 末20mg+EbO.02mg

週1回

甲 状腺 末20mg+EbO.02mg
週3回

MTU2mg十Ebo.02mg週1回

MTU2mg+EbO.02mg週3回

対 照

前 立 腺

ALP

十

十

十

十

ACP

十

十

十
↓

占

当

占

十

RNA

十
⊥

十
⊥

山

占

十
⊥

{

⊥

十

Zn

十
↓

占

山

十

SD

十

十

十
↓

⊥

{

⊥

十

睾 丸

ALP

⊥

十
山

山

山

十

ACP

十

十
↓

⊥

占

十

RNA

十
⊥

十
⊥

↓

↓

十

精嚢

SD

十

詣

十
⊥

士

↓

幽

十

副 腎

S密n117K・

↓

⊥

J一

十

十

十

十

十

十
⊥

十

十

十

十

十
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第5表 甲 状 腺 群 その2.(処 置5カ 月)

処 置
相対重量(mg)

甲状腺末20mg
甲状腺末20mg

週1回
週3回

MTU2mg

MTU2mg
週1回
週3回

Ebo.02mg

Ebo.02mg
週1回
週3圓

甲 状腺 末20mg+EbO.02mg週1回

甲状 腺 末20mg+EbO.02mg週3回

MTU2mg+EbO.02mg週1回

MTU2mg十EbO.02mg週3回

対 照

前 立 腺

189.5

160.4

292.4

221.6

148.1

139.3

139.1

117.4

207.1

165.8

230.5

睾 丸

694。4

765。2

903.0

724.0

558.0

494.6

567.0

547.2

605.0

579.1

745.4

精

134.4

94.6

149.4

103.3

90.6

84.5

89.4
62.8

95.7

95.9

117.8

副 腎

9.4

16.8

12。2

11.0

15.9

22.2

15.4

16.6

15.0

20.7

12.3

第6表 甲 状 腺 群 その2.(処 置5カ 月)

一
処 置

染 色一一
甲状腺末20mg
甲状腺末20mg

週1回
週3回

MTU2mg

MTU2mg
週1回
週3回

Ebo,02mg

EbO.02mg
週1回
週3回

甲 状腺 末20mg+EbO,02mg

週 互回

甲状 腺 末20rng+Ebo.02mg

週3回

MTU2mg十EbO.02mg週1回
MTU2mg十EbO,02m8週3回

対 照

前 立 腺

ALP

十

十

十

十

1…

十

十

十

‡

†

⊥

十

RNA

十

十

幽

↓

↓

↓

十

十

・・1・D

十
↓

山

十

↓

十
↓

十

.L

十
↓

十

.」

十

睾 丸

ALP

.」

十

十
↓

十

占

ム

十

lA・ ・

十

十

十
⊥

山

↓

↓

{

十

RNA

十

占

十
↓

十
↓

占

↓

十
↓

十

精嚢

1・D

十
⊥

十
↓

ム

↓

十
⊥

十
山

十

副 腎

S劉17K・

十
↓

十

十

十

十

十

十
⊥

十

十

十

十

十
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甲状鯨 …g{醤 呂

MTU2mg

Eb.O.02mg

{彊掲

機 團

甲・月・末・・ng・Eh・.・2㎎齪

MTU・ ・g・E・・…2・g{駕

対 照

第2図 甲 状 腺
前立腺相対重量

100

群 そ の2.

(mg)

200

(処 置3ヵ 月)

300(mg)

・嚇 …g曝 禺

図TU2mg

Eb.O.02mg

{愁昌

{彊調

甲状腺末・・…Eb.・.…g{翻

MTu・ …EbQ・ … 魁 團

対 照

第3図 甲 状 腺

前立腺相対重量

ノ00

群 そ の2.

(mg)

200

(処 置5ヵ 月)

300〔mg)

1回 よ りも週3回 投与群の 方が 減少は著しく,特 に

SudanIIIの 染色性低下が強く認められた.

3)Eb

Ebを 投与すると前立腺,聖 丸及び精藝は共に重量

の減少があり,副 腎は逆に肥大した.前 立腺は週1回

よりも週3回 投与群の方が小さく,腺 腔は小管状形を

示し,結 合織の増殖は著明であって,し かも週3回 投

与群にこれが一層強 く現われた.組 織化学的にはALP

の上昇とACP,RNA,SDの 低下,Znの 著しい低

下があった.聖 丸重量 も週3回 投与群の方が減少は著

明であ り,精 細管の狭小や造精能の抑制があって基底

層の肥厚が認められた,週3回 投与群では造精能は全

く敏除して間質細胞,支 持細胞も著 しく減少してい

た.ALPは 週1回 投与群のみ正常値域であったが,

他はすべて各染色性の低下を来たしていた.副 腎重量

はEbの 投与により増加し,SudanIIIの 染色性は良

好であった.

4)甲 状腺末+Eb

甲状腺末にEbを 併用すると前立腺重量は著明に減

少してEbま たは甲状腺末の単独投与に比較して減少

が著明であり週3回 投与にそれが 強 く現われた,腺

腔は 小管状形 を示して 周囲結合織は増殖し,コ ロイ

ド様物質を含有していた.週3回 投与 では 腺腔は著

明に小さくなり,分 泌物を含まず結合織の増殖が著し

い.Eb単 独投与群に比較 して腺腔の狭小が強 く現わ

れた.ALPは やや増加し,ACP,RNA及 びZnは

何れ も著しく低下していた.聖 丸重量はEb投 与群と

同様に小さくて造精能,間 質細胞の減少を来たし,各

種染色性は何れも低下していた。副腎重量は増加して

SudanIII,17KSの 染色性は良好であった.

5)MTU十Eb

MTUにEbを 併用するとEb単 独投与群 よりも前立

腺重量は重く,対 照よりも軽い,週1回 投与群では前

立腺重量の軽度減少を週3回 投与群では著しい減少が
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あった.ALP以 外の各染色性は低下していた.聖 丸

重量もEb単 独投与群よりも重く,対 照に比較すれば

軽い.造 精能及び間質細胞は抑制され,こ れは週3回

投与群の方が程度は強い.ま た各種染色性は低下して

いた。副腎重量は週1回,3ヵ 月投与群以外は増加し

て染色性は良好であった.

〔実験皿〕 胸腺群(第7,8表 参照)

胸捌は経胸骨より別出するSelyese)の 方法 によっ

た.胸 別,胸 腺剤O.lcc,胸 捌+TpO.5mg,胸 腺剤0.1

cc十TpO・5mgな どの各項に分けて3週 後の睾丸,

副性腺の影響を観察した.

1)胸 別

前立腺重量は増加して腺腔の分枝胞状形が比較的強

く,分 泌穎粒の増加を認めた.ACPの やや低下,Zn,

SDの 上昇があった.睾 丸重量も増加して造精能は良

好であり,間質細胞の増加を来たしていた.各種染色性

は大体正常域であった.副 腎重量は対照とあまり変 り

がな く,SudanIII,17KSの 染色性は良好であった.

2)胸 腺剤

胸腺剤を毎 目投与すると前立腺重量は減少し,腺 腔

はやや狭小となってRNA,Zn,SDが 低下していた.

聖 丸重量もやや減少しているが,造 精能は比較的良好

であり,間 質細胞は僅かに減少が認められた.ACP,

RNAの やや低下があった.ま た副腎重量及び染色性

は何れも軽度の低下を示した.

3)胸 別 十Tp

胸易IS後Tpを 毎 日投与すると前立腺はTp作 用を

受けて著明に増加し,腺 腔の腺上皮は高 く,ALPの

低下,RNA,Znの 増 加があって機能充進が認められ

た.聖 丸重量及び 造精能は 大体正常域でRNAが や

や増加していた.副 腎の重量,染 色性は軽度上昇を示

した.

4)胸 腺剤十Tp

胸腺剤にTpを 併用すると前立腺重量はTp投 与

に関らず対照に比較してやや減少してZnの 低下が認

められた.聖 丸重量は減少しているが,造 精能は比較

第7表 胸 腺 群(処 置3週)

処 置
相対重量(mg)

胸 別

胸 腺 剤O.1CC

胸 捌+TpO.5mg

胸 腺 剤o.1cc十TpO.5mg

胸 別 十Ebo.02mg

胸 腺 剤O.Icc十EbO.02mg

対 照

毎日

毎日

毎日

毎日

毎日

前 立 腺

250.5

172.O

291.1

207。3

55.8

62.2

229.2

睾 丸

950.0

855.0

888.8

650.Q

437.4

486.6

865.0

精 嚢

142。8

114.正

108.3

106.9

41.5

45.5

141.3

副 腎

15.7

14.7

19.5

17.2

31.9

17.6

15.3

挙 肛 筋

36.3

38.2

29.1

31.1

21.O

17.1

35.1

第8表 胸 腺 群(処 置3週)

前 立 腺 丸1精 刺 副 腎

㌃ 凸置一一・一速 進 一.ALPiACPRNAI・ ・S・ALPIACPIRNAI・DiS劉17K・

胸 別

胸 腺 剤O.1CC

胸 別 十TpO.5mg

毎 日

毎 目

胸 腺 剤O.1cc十TpO.5mg毎 日

胸 易11十EbO.02mg 毎 日

胸 腺剤0.lcc十EbO.02mg毎 日

対 照

十

十

↓

十

十

↓

十

十

十

十

十

十

十

⊥

↓

十

↓

⊥

十

↓

十

十

十

十

十

十

十

十

↓

十

十

占

↓

十

十

⊥

ム

十

占

十 十

占

十

↓

十

十
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的良好でRNAの 上昇があった。 副腎のSudanIII

染色性はやや低下を示した.

5)胸 別 十Eb

胸捌後Ebを 投与すると前立腺重量は著しく減少

し,腺 上皮は低 く周囲結合織の増殖があってALPの

増加,他 の染色性の低下があった.聖 丸重量も減少し

て造精能は強 く抑制され,ACP,RNAの 染色性の低

下があった.ま た副腎重量及びSudanIII染 色性の

増加があった.

6)胸 腺剤十Eb

胸腺剤にEbを 併用すると前立腺重量は減少し,腺

腔は小管状形で 周囲結合織は 比較的増殖 している,

RNA,Znが 低下 した.睾 丸重量及び造精能は減少し,

ACP,RNAの 低下があった.副 腎重量 及びSudan

III染 色性の軽度増加を認めた.

考 按

私 は前2編 で前立腺,睾 丸,精 嚢,副 腎な ど

の組 織化 学的変化 につ いて,そ の染 色性 が各種

ホル モソ並 びに臓器別 出に より影響 を受 けて活

性が変化 す ることを述べた.ま たその際 相対重

量 もこれ らの影響 に よ り増減 したが,睾 丸重量

の変化 は 組 織化 学的変化 よ りも 遅れて 現わ れ

た.前 立腺及 び精 嚢重量は ホル モンの直接作用

と,睾 丸 を介 して間接作 用に よ り影響 され てお

り,こ の重量 は古 くより男性ホル モソの生物学

的検定 に使用 され ていた50}55)56}私 は 雄 ラッ ト

を用いた のでKorenchevsky,Deanesly,Mies.

cherな どの方法11)12)26)32)57}69}に従 って前立腺,

精 嚢 の 相対重量 を 対 照群 と 比較 し て 表 わ し

た74}83}ま た 副腎皮質 と副性腺 の関係は非常 に

複雑 であ るが,Mecke1,0tto76}に よ りこの関係

が初 めて問題 とされ副腎皮質 も性 ホルモ ンを分

泌 し,ラ ッ ト副腎は性 成熟後に於い ては雄 より

も雌 の方 が重量 の増 加が著 しい こと51}や性 ホル

モソを初 め 各種 ホル モソに より 相対重量 に変

化が起 って来 る ことが 明 らか となった1}.挙 肛

筋 にっい てはEisenberg30)がanabolic作 用 に

敏 感で あ り,か つ定量的 に も測定 出来 ること,

次 いでHerschbergerな ど39)が 追求 してSte-

roidsのanabolic作 用 を選定 した.安 藤 ら106)

はandrogen以 外 の下垂体,甲 状腺,副 腎な

どのホル モソに よって も作用を受け る と述べ て

35

い る.な お前立腺 は各腺葉 に よりホル モン物質

に対す る態度が 明確 な差異 のある ことを多 くの

人 によ り指摘 され ている4}10}44)58)が,その感受性

の差異 とい うことが生物学的 にあるいは発生学

的 にどの様 な意義を有 してい るかは今後 の研究

に またねば な らない 機 能面に関 してMann6i),

Mawson64},Gunn33)な どによ り各腺葉 で差異 の

あるこ とが報告 され てお り,形 態的 に もか な り

は っき りした相異を見 出す こ とが 出来 る.私 は

前2編 と同様に性 ホル モソ と関係が深 く.ま た

Znの 多 い側葉 を中心 として組 織化学 的に これ

を検討 し,そ の実験成績 を述べ て来 たが,併 用 し

た性 ホルモ ンの影響 につ いて は第1編 に述べ た

如 く睾丸,副 性腺 の機能及び重量 に対 し著 明に

作用 してい る,今 回は主 として甲状腺,胸 腺 の睾

丸,副 性腺,副 腎 に対す る関与にっい て述べ て

みたいCohenig}は 大 量 の甲状腺剤 を投与 すれ

ば睾丸重量 の増加 と共に前立腺,精 嚢重量 の減

少がみ られ るとし,Maqsoodな ど62)は 甲 状腺

機 能充進に より副性腺重量の増加が あ り,甲 状

腺機 能低 下に よ りその重量 の減少が起 るとし,

ま たHammett35)は 相 互 に 関係 が ない とし,

Campbe1115}は 去 勢 した ラッ トにThyroxine,

MTUを 長 期 間投 与 して 前立腺重量がThyro-

xineに よ り減少 し,MTUに よ り 増加 した と

報告 している.し か し臨床 的にはBasedow氏

病 の際 に前立腺上皮 の退行変性 がある ことが報

告 され,他 方地方性 甲状腺腫 の多 いチ ロル地方

に前立腺肥大症が多 い と云 った様 な事実 な ども

あ り相互 に密接 な関係 がある と考 え られ本実験

を行 なったもので ある.私 の場 含は甲捌 に ょっ

て前立腺重量 はやや増加 の 傾 向にあ り,MTU

の投 与を行 うと前 立腺はそ の投与期間 と共 に増

大の傾 向がi著明 となった.他 方 甲状腺末 の投与

に よって前 立腺 重量の減少が見 られ た ことはか

な り広 い範囲に前 立腺重量 の正常値が存在す る

に して も甲状腺機 能の抑制 に よって前立腺重量

は増加 の傾 向を来 す ことを示 し,こ れは教室 の

石部47)の 成 績 と大体一致 した成 績を得た.逆 に

甲状腺機能 の充進 はSmelser9。)と 同様前 立腺重

量の減少傾 向を示 した と云 える.胸 腺の前立腺

に対 す る 影響 に ついては 比較的報告 が 少ない
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が,石 部 ら捌 の胸腺剤 は抗男性 ホル モソ的に作

用 し,胸 別は その逆 に作用 する とした二臨床成績

か ら興味 ある点で実験的 に これ を検討 した とこ

ろ胸別は前立腺重量 の増加 を来 た し腺腔 の発育

も良好 とな り分泌穎粒 の増加が見 られた.更 に

ACPの 増 加は見 られなかったに して もZn,SD

の増 加があった ことや.逆 に胸腺剤 の投与に よ

って 前 立腺重量の 減少 とRNA,Zn,SDの 低

下が 見 られた ことは胸腺がChwallai8)の 述 べ る

如 くGonadotropinと 関 係を有 す るのか,或 い

は甲状腺 と拮抗的であ るのか,更 には副腎 との

拮抗 であ るのか明確 でないけれ ども本実験 で こ

れ らは相互 に働 いて前立腺 とも密接 に関与 して

いる と考 え られ る.前 立 腺 内Znに つ いては

Bertrand8}が まず これを 証 明 し,以 後他 の臓

器 に比 し前立腺は大量 に含む ことが知 られ,た

だ その生理的意義 につ いてはなお疑問が多 い.

しか しProut8i)lc従 って これを前立腺機能 の

示標 と解 して私の成績を見 ると甲状腺機能の低

下に よ りZnは 減少す るものが多 く,逆 に甲状

腺機能の元進に よって増加があった.こ の こと

は前記 した重量 の所 見 と共に甲状 腺が前 立腺機

能に対 して比較 的 よ く関係 してい ることを示す

もの と考 えられ る.ま た胸腺の関与については

胸別でZnの 増加 と胸腺剤 の投与でその低下が

見 られたが,こ れは前 に報告 した成績 と一致す

るもので ある48).

前 立 腺内ACPに つ いては臨床 的 にHuggins

な ど42)45)vaよ っ て前 立腺癌 と肥大症 の間 に於け

る相互 の関 係や 陸ホル モソによる影響 と共 に前

立腺癌 に際 して組織 内では低下が見 られ る こと

が知 られ てお り,実 験的 にも 前立腺 内ACP,

ALPが 去 勢や性 ホル モソに よって 変 化す る こ

とがHuggins43},Scotts8),Calvanoi3).David24}

な ど によ り報告 され て来た.し か しRNAと 共

にその意義 に関 しては なお疑問が少 な くない.

三tw71)のACPは 腺 上皮の機 能に,ま たALP

は 前 立腺組織 のエネルギ ー代謝に関係が あると

した説に従 って解釈 すれば甲易IJ,MTUに よ り

ACPの 低 下,ALPの 増 加や 甲状腺 末 に よ り

ACP及 びRNAの 増 加 の傾 向にあった ことは

甲状腺機能 の低 下に よ りZnの 低 下があった こ

とと共に前立腺上 皮の機能低下が あ る と推定 出

来 る.ま た甲状腺機能 の低 下に よるALPの 増

加は間質 の 増殖 と 関係 してい る もの と 云 え よ

う.胸 別 を行 うと 前 に 述べ た如 く前 立腺ACP

の増 加はなか ったがZn,SDの 増 加が あ り,胸

腺 剤投 与でそ の低下 があった ことは実験開始年

令 に も関係す るにして も胸腺剤 の投与 に よ り前

立腺機能低 下が あった と 考 え られ る 成績 であ

る.

甲状 腺 と副腎 との関 係につい ては 甲状 腺機能

の低下 に際 しBaumann6),木 村54)な どは副腎の

重量減少 を 来 たす とし,Wallach10i}は 副 腎の

Ascorbin酸 を測定 し重量 と共 に 機i能 の充進が

ある と称 してい るが,Hughess46}.Hess4i)な ど

の反対 もあ る.一 一般vaTepperman98}が 述 べ る

如 く副腎重量 の変化 は副腎皮質機 能の示標 とさ

れ,こ の場合体 重比が 重要 で ある と 云 ってい

る.ラ ッ トに於 け る実験で は甲捌,MTUの 投

与 に よりWinterio2〕,Hess40)な ど は副腎重量 に

変化が ない とし,Baumann6),Deane25},Tonu-

ttig9}な どは副腎重量 の 減少が 起 ると してい る.

また 甲状腺末 の投 与に よ りHerring38).Walla-

chlOl).間 山65)な どは副腎重量 の増加が ある こと

を報告 している.私 の場 合甲別,MTUの 投 与

に よ り副腎重量はや や増 加の傾 向を認 め,甲 状

腺末 の投 与 に よって減 少の傾向 を認 め得た.し

か し3,5ヵ 月 の比較 的長期わ たる実 験では重

量 の変化 が よ り軽度 であ り,間 山65】と同様重量

に対 す る効 果は有意性 に乏 しい もの と考 え られ

る.副 腎のSudanIII染 色 性 の 変 化に ついて

Deane2s),田 島95).間 山65}な どは 甲別 によ り一

時 的 に染 色性 が低 下す るが,18週 以 後 には大 体

正常 に戻 るとし,Tonutti99},Sun92)な どはその

減少 の起 る ことを報告 した.逆 に甲状腺 末の投

与時 にSudanIII染 色 性 についてCramer2i}

は そ の増加 の起 る ことを,Durey29〕,Feldman3i).

間 山65}な どは 低下 の 起 るこ とを 報告 して い る

が,私 の場合 甲捌,MTUの 投 与 な どに際 して

はSudanlll染 色性 の 増加が 見 られ,3ヵ 月

の比較的長期 に わた るとMTUの 投 与で 低 下

し,甲 状 腺末の投 与で増加 の傾 向を認め得 た こ

とはDeane25)、 閲 山65)な ど の 成績 と 一致 し,
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Bachmann5}の 二 相性 な る概 念を 支持す る成績

である.副 腎皮質機能 の組 織化学的検査法 とし

てSayers87)はSudanIII染 色 性 のみで充分で

あるとし,17KSの 陽 性度 に ついてはBach-

mann5〕 な どの批判 も あるが,田 所93}は 多 角的

染色 の 必要性 を 認 めて い る.私 の場合甲別,

MTUの 投 与では殆 ん ど変化 を認 めなかったが,

甲状 腺末 の投 与 に より ユ7KS染 色 性 の増加が見

られた.し か し比較的長期 の処置 に よりMTU

の投 与 でやや低下 し,甲 状 腺末の投 与に よ りそ

の上昇 の傾向を認 め,SudanIII染 色 性 と大体

一致 した結果を得 た
.副 腎 皮質の胸 腺への関与

についてはLeblond59}に よ り報告 されてい る.

逆 に胸腺 の 副腎 に 対 しては 古 くMessini6v.

Cartolari16)な どが報告 し,Bomskovg)は 胸 捌

に より皮質 の肥大が起 る ことを明 らかに し,近

くは河原53).丸 山63}な どが報告 し何 れ も相互 に

拮抗 する と述 べてい るが,Park78),Stoerckgi)

な どの 如 く皮質 に 変化 が ない とす る 成績 もあ

る.私 の場合胸捌 を行 うことに よ り副腎重量 は

やや増加 し,胸 腺剤 の投与 に よ りやや減少が見

られたが有意 の差 はなかった.し か し染色性は

SudanIII,17KSの 何 れ も胸別 で増加 し,胸 腺

剤の投与 で低 下 した ことは胸腺 と副腎皮質の間

に拮抗 の存在 す る ことを思 わせ た.以 上 甲状 腺

の副 腎に対 す る作 用を私 の成績 か らまとめてみ

る と,甲 状腺末 の投与 に よって重量 はや や減少

し,短 期 ではSudanIII,17KS染 色性 の増 加

が あ り,長 期 では減少がみ られ るが これ は副腎

機能低下 を示 してい る.甲 状腺 ホル モソに よる

甲状腺機能 の充進 がGonadotropin分 泌 を増 し

て前立腺重量が増加 す ることはfeedback説 で

説明 出来 る.胸 腺 の副 腎に対 す る作 用は前 に も

述 べた如 く相互に拮抗 する もので胸 別に よ り前

立 腺重量 の増加やZn,SDの 上 昇 な ど機能充

進 を思 わせ る所 見が得 られ た ことは,こ の拮抗

に副腎 由来 のAndrogenに よ るとも考 え られ

るがAndrogenに 反 応 す る と云 われ る挙肛 筋

重量 の増加が なかウた ことか ら単 に これ と決 め

るこ とは困難 であ りその作用機序 につ いては今

後 の検討が必要 である.

実 験 的に甲状 腺機能充進 の場合 に於け る睾丸
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の変化 については諸種の意見が存在 し一致 した

見解は ない 即 ちPighiniso)は 犬,モ ルモ ッ ト

な どで少量 の甲状腺 末を投与 すれば性発育が充

進 し,大 量 を投与 すれば睾 丸 の変 性を来たす と

云 うて い るが,Cameronmは 睾 丸 に 影響 なし

とし,Belawenetz7⊃ は少量 で も睾 丸の変性を来

たす とし,Mislawsky70}は 鳥 に甲状腺 末を投 与

した処睾丸 の発育抑制 があった と述べ てい る.

Maqsood62)は 甲状腺機 能の充進 に より精子形成

の促進が起 こり,甲 状腺機 能の低 下を起 させる

と造精能 の抑制 を来 たす と報告 し,動 物が若い

場合には この変化が著 明にな ると述 べてい る.

他 方甲別やMTUの 投 与 に よ り睾丸組 織が全 く

影響を受けなか った とのTrautmannioo)の 報 告

もあり,実 験条件 の違い によ り,こ の様 な成績

が得 られた もの と考 えられ る.私 の場合短期及

び長期 の 何れ も甲捌,MTU,甲 状 腺末 の投与

に より私 の 条件下で は 増加 の 傾 向に あ り,甲

状腺末 に より 睾丸重量 の 増加 を 来 たす と す る

Smelsergo)の 報 告 に一致 したが,甲 状腺機能低

下 の場合 に睾丸機 能の低下が あ りとす る一般 の

説103)に 重 量 のみか ら 見 る限 り反対の成績を得

た.こ の原因 については使 用動物の年令,そ の

他 の実験条件 の差 と云 う以外不 明であ る.前 立

腺 のALPに つ いて 竹村94).吉 村104)は 基 底層

及び間質血管 にのみ陽性 で他 の部位 は陰性 であ

り,各 種 ホル ン.副 腎易拙 に よって も変 動 しな

い と云 い,翠 川 ら68)は女性 ホルモ ソ,去 勢に よ

り上昇す る としている.私 の場合 甲状腺 末を比

較的長期 にわ たっ て投与す る と,こ れ らの部 位

にALPの 増 加が見 られた.そ の他 の時期 には

甲別,MTU,甲 状 腺末 の何 れに於 いて も殆 ん ど

変化 を示 さなかった のに対 し,女 性 ホル モン併

用で その増 加が見 られた.

ACPは 前 立腺上皮内 に一・般 に 特異的 に 含 ま

れ る ものであ るが,翠 川 ら68)は ラ ッ トで はそれ

程特異 的に 上皮中 には 存在 しない と 云ウ てい

る.私 の場合 は腺上皮 に比較的 よ く限局性 に存

在 してお り,RNAと 共 に甲易U,MTUに よ り

やや 低下 し,甲 状腺 末に よ り増加が 見 られた

が,こ れ らは重量 の変化 と一致 しない所 もあ る

に しろ甲状腺末 に より前立腺機能充進 があ り,
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甲状腺機能低下 に よりその低下が起 る もの と考

え られ る.

胸 腺 の睾丸 に 対 す る 関与に っいては その生

理的退縮 と共 に 生殖腺 の 発育 が 起 る こ と を

Hammar34}が 認 めて以来 多 くの 報 告が ある.

Dischreit27}は ラ ッFで 相互 の 関係に つい ては

疑 問があ ると云 い,胸 別 でRanzi82},Parhon77}

な どは睾丸の萎縮が,Lucien6e),Hart36)な ど は

変性 が,Bomskovな ど9)は 間 質細胞 の減少 が起

ると報告 してい る.私 の場合胸捌 に より睾丸重

量 の増加が見 られたがACP,RNAの 上 昇 はな

か った.逆 に胸腺剤 の投与 に よって重量 の減 少

は見 られ なかったがACP,RNAの 低 下が あっ

た.こ の ことは 胸 腺 と睾 丸の間にHammar34)

の 述 べた如 き拮抗作用 の存在す るもの と見 られ

る.し か し挙肛筋重量が胸腺剤 によワて軽度 な

が ら増加 していた ことは前 に述べた如 く胸腺剤

の抗男性 ホル モソ作用 のみ では説 明出来ず,単

に性 ホル モソによる拮抗作用で はない と考 え ら

れ る.

精 嚢 は男性 ホル モソに対 して よく反応す る臓

器 としてCavazos17},Moore73}な どはその上 皮

の高 さが重量共 に男性 ホルモン作 用 と一 致す る

とし,且ays37)は 男 性ホルモ ンの生物学的検定 の

目的 に使 用 して来 た.甲 状 腺ホルモ ソの精嚢に

対 す る作 用 としてTelkkag6)は 甲 状腺抽 出物の

投 与に よ り精 嚢重量 の増加を起 した と云ってい

るが,私 の場合 は逆 に甲別,MTUの 投 与 の場

合に重量 の増加が見 られた.こ れは 甲状腺 ホル

モソがGondotropin分 泌 を 充進 させ て斯 か る

変化を来た した とす る説やMetabolismを 介 し

ての非特 異的作 用であ るとした様 な説 では この

関係 を説 明出来 ないので睾丸,副 性腺 と甲状腺

が直接的 に 作用 し合って い る ことも考 え られ

る.胸 腺 の精嚢 に対 す る関与については私 の検

討 した処 では胸剛 は殆 ん ど精嚢重量 に変 化を来

た さなかった.し か し胸腺剤がその発育を抑制

した ことは胸腺剤に より前 立腺重量 が減少 した

成績 と一致す る.精 嚢内のSDに 関 しTelkkag7}

は去 勢 によ り低下 し,甲 状腺末 によ り増加す る

としているが,私 の場合 甲状腺末 によ り一部 に

増加 が見 られ たがその変化 は極 めて軽度 であっ

た.し かしMTUの 投与に よって やや低下が

見られた.以 上甲状腺,胸 腺の副性腺,副 腎,

睾丸に及ぼす影響を検討 し,甲 状腺,胸 腺の何

れにも副性腺,副 腎,睾 丸に対 し拮抗する如 き

成績を 得たが その相互関係に ついては 単なる

feedback説 のみでは 説明出来ず,一 部直接作

用 も存在すると考えられる.

結 語

実験動物はウイスター系雄ラッ トを使用し,

甲状腺,胸 腺の影響により前立腺,睾 丸,精 嚢

及び副腎などの重量,組 織化学的変化を検索 し

た.ま た甲状腺剤,胸 腺剤などに性ホルモソを

併用 した場合の変化も同時に観察 し,次 の結果

を得た.

1)甲 状腺群の短期(3,5週)観 察では甲別,

MTUの 投与により前立腺重量はやや増加し,

ACPの 低下.ALPの 増加があり,ま た甲状腺

末を投与すると前立腺重量は 減少 し,ACP,

RNAの 増加があった.即 ち甲状腺機能抑制に

より前立腺重量の増加 と機能の低下.甲 状腺機

能充進により前立腺重量の減少と機能の上昇を

来たす傾向を示した.

2)甲 状腺群の長期(3,5ヵ 月)観 察でも

MTUの 甲状腺抑制により前立腺重量の増加 と

機能低下があり,甲 状腺末による甲状腺機能充

進により前立腺重量の減少とZn,SDな どの増

加があり機能の充進を示した.し かし甲状腺機

能抑制も充進も高度であれば前立腺重量及び機

能は共に低下することを認めた.

3)甲 状腺機能異常を起 こさせなが ら性ホル

モンを併用すれば何れ も前立腺に対 して性 ホル

モン作用が強 く現われた.

4)甲 状腺群の睾丸重量は甲易U,MTU,甲 状

腺末の投与により何れ もやや 増加 し,精 嚢の

SDは 甲別,MTUに より低下 し,甲 状腺末によ

り上昇 した.副 腎重量は甲別,MTUの 短期で

は増加 しSudanIII,17KSは 上昇 し,長 期で

は減少 した.甲 状腺末により副腎重量はやや減

少 したけれども,SudanIII,17KSは 短期で上

昇 し,長 期では低下 した.即 ち各々が2相 性を

示 した.
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5)胸 捌では前立腺重量の増加がありZn,

SDの 増加により機能元進を示 し,胸 腺剤の投

与により前立腺重量の減少,RNA,Zn,SDの

低下により機能低下を示 した.

6)胸 捌及び胸腺剤の投与に男女性ホルモソ

を併用すると,胸 別に性ホルモソを投与した場

合が胸腺剤との併用 よりも性ホルモソ作用が生

殖腺に対 して著明に現われた.

7)胸 捌により睾丸重量は増加し,胸 腺剤に

より減少 した.精 嚢のSDは 前立腺 と一致する

結果を得た.ま た胸捌により副腎重量及び染色

性は増加 し,胸 腺剤により重量の減少及び染色

性の低下を示 した,

稿を終るに当 り御指導,御 校閲を賜わった恩師加藤

篤二教授に謹んで感謝申し上げると共に直接御指導下

さった石部知行講師に深謝致します.

本論文の要旨は第52回 日本泌尿器科学会総会で加藤

教授の宿題報告の一部 として発表され,ま た第11回 日

本内分泌学会西日本地方会に於いて発表した.
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